




























yS' とする o その選択した解は形式的には次のように表わせる O
¥ yS'=φ (l， g) ==yS' (l， g) 
⑦ θ 
(1) 

















てる O 家計の効用最大化は具時点聞の問題であり，有効労働供給 IS'および
有効貯蓄需要 ms'jPの選択は，消費の制約の予想時間径路にも依存する口
注(1)














1 I dM¥dl mdl 一一一
P べat) 三一五一=)~ lSl+π*-T -Cdl N三二 t三二jマ (2) I P 
k π*-T -Cdl N三二 t三二N
次l乙，資産は完全に使いつくされる条件が必要になる o 単純化のために消
費と労働が互いに効用に及ぼす効果は独立であるとすれば， ls 1 はou寺点か
ら万時点まで一定， Cdlはsf時点からN時点まで一定である。したがって，
δ十万JZJSFー (N-舟)Cdl = 0 (3) 
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が資産完全伎用条件となる o
消費に対する制約が現われると，家計の今期の労働供給は減少し，有効貯
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家計の予算制約













(y_ yS') +与 (l-lS')+土 (md'ーが) = 0 (9) 






























働の有効供給が各数量の水準を決定する D 形式的には(1 )式および (4')
式で示される。また，貨幣の有効フロー需要がそのバランスを決定し， (5') 
で示される O 以上三本の方程式に対して，内生変数を fと WjPの二つを決
定するには，二本の方程式のみが独立になる。以下では (4うおよび (5')
を解くことにする O さらに，md' jpの逐次的調整を表現するために，
md' 、 ilM γM寸
p '-m L ¥ P J p -1 
を想定する O ただし， (MjP) ，は有効目標実賃貸幣残高であり，


























































の径路はMの変化に伴うダイナミックな動きを表わしている O 数学注(1 ) 
における詳細な展開により ，Mの引締めは雇用の拡大を引き起こすが，他方






















終極的目標 f とを区別しておく。家計は近視眼的で最適な計算は IS'では














dt 入1 (1'ーか) (18) 
により， IS'を l'~乙逐次調整すると仮定する O ただし， Az は正の定数とす
るD 一般的超過需要を想定しているので， IS' = 1である。したがって，
(18)に (17)を代入することにより，
dl' / 7 ， 7_ W 




























数学 注 (1 ) 
方程式(15)および(16) は
















Am:) i) ~ [ムパ




一一=一一一 (a-1) (l++-) M P A 入間
を得る。ただし，A = (a -1) d -bc < 0である O 第3節で与えられた
Mの時間径路によれば，lと W/Pの径路は次のようになる O
b 
一一-MnA --U  t 三二 O 
lω=~す (1 +号)Moel't O 三二 t 三二 T 
すMoellt t 二三 T 
士(α ー 1)Mo tζO  
と (t)=~~ (α-1) (1+土)Mne'/.t 0::;: tζT  P ，-/ ) A 入。.-m 
士(α ー 1)Moe'J.T ミ T
ただし，一入m<μ<0と仮定するo
数 学注(2 ) 
方程式(16) および(19) は




Amc 〉川nd D+AmM 


















l (t) = 
B M 
一一一一一ーし [入lA(̂'m+μ)♂t + JL(̂'m - '̂lA) 
A 入m (μ十入lA)
Xexp(一入zAt)J






1 -a B M" r /  ~A 
-一一一一一一 ~[(ーとー+λlA(入間+μ〉
-b A 入間 (μ十 '̂lA) L'.， 1 -a 
げ t+竺yω-̂'lA)exp (-̂'zAt) ] 
l二三~~Mο {ef-lT+~ '-!'(M一入lA)
-b A ---0'- . l-a '̂m(μ十 '̂lA)
X [1 -exp{(μ+入zA)T}exp(一入zAt)}
注(1) Barro and Grossman (1974)および(1976)の第3辛を参照せよ。
138 経営と経済
〔参考文献〉
1) Barro， R. J. and H. I. Grossman，“A General Disequilibrium Model 
of Income and Employment，" American Economic Review， 61， Mar.， 
1971， 82-93. 
2) 一一一一一-and---- “SuppressedInflation and the Supply Multiplier，" 
Review of Economic Studies， 41， Jan， 1974， 87-104. 
3) 一一一一一-and一一一一一， Money， Employment and Inflation， Cambridge 
u. P.， 1976. 
4) Phelps， E. S.，“The New Microeconomics in Inflation and Employ-
ment Theory，" American Economic Review， 59， May， 1969， 147-60. 
